






































































                 わ ざ 前総長久留勝先生の残された「我が技術の神にしあ
らね ねがわくは 神近き心もて メスとり行かむ」
という短歌がある．医師たるものは，まさにこのよう
な心がまえで手術にのぞんでこそよい手術がおこなえ
るものであると悟ることができるようになったのは最
近のことである．私のところで膀胱全摘により回腸導
．管造設をおこなった症例が150例を越えるようになっ
た．2年前に回腸導管をもつ患者の会（築地会）が患
者を中心に発足し，私は顧問という形で総会に出席し
て会員のいつわらざる心境を聞く機会がある。そのよ
うな患者はいちどはみなどん底に落とされた気持とな
り，そこからふたたびはい上がって，真剣に社会復帰
に取り組んでいる姿をまざまざとみせつけられ，かん
たんに膀胱をとるなどということができないというこ
とを今さらのごとくに痛感させられる．どうしても後
々までのじゅうぶんな責任を持たねばならないことを
いやというほど知らされるものである．臨床家は，体
の病気だけをなおせばよいものではなく，心の痛みを
もなおすことを忘れてはいけないのであり．このため
には医師のみの力では不可能であり，すなわち看護婦
はもちろんのことパラメディカルの関係者すべての協
力がなければなおらないことはいうまでもない。私は
臨床家であり，直接患老に接し癌と最：前線で対決して
いる一人である．基礎医学の分野ではやはりがんの原
因の究明，治療法の開発にすぐれた研究者の努力が続
けられている．われわれ臨床家はそれらの業績を常に
知ることに努め，そしてそれらの知識を身につけたう
えで臨床面に応用してゆく立場にある．このことを考
えると治療にあたっての責任はいかに重大であるかは
明らかである．臨床家はあくまで人間相手であること
を肝に銘じて診療にあたらなければ患者の幸福はえら
れない．臨床家は臨床家としての誇りをもって，義務
を忠実にまもり，基礎医学の分野の研究者はそれぞれ
の分野で責任を果しさえずれば，とかく世間の疑惑を
まねくような不明朗な事件は起こりえないのではなか
ろうかと考える．といっても私自身不勉強でありじゅ
うぶんな義務を果していないことを深く反省している
 以上，私の日ごろ考えていることを勝手に述べさせ
ていただき貴重な紙面をさいていだだいたことに感謝
し，今後も微力ながら医療の向上のためみなさまとと
もにがんばってゆく覚悟である．
